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潜在能力強化による経営の展開 

 
〇旭岡勝義(（株）社会インフラ研究センター) 

 
  はじめに 

１．潜在能力と経営 
２．潜在能力強化の方法 
３．潜在能力強化プロセス 
４．新たな経営戦略とその仕組み 
最後に 

はじめに 
現在マネジメントは大きな転換期にある。不確実な環境の激変、新しい技術の発展と統

合、国際的な競争条件の変化等に於いて、単なる従来の戦略やコンセプトの延長における

経営スタイルでは、将来を切り開くことは出来ない。 

個及び組織の潜在能力強化による経営の展開が必要になっている。 

１．潜在能力と経営 
既存経営は、常に現状を踏まえた上での持続的な経営能力の強化、競争力の強化、人材の

育成強化を行っている。しかし、こうした経営は、経験や顕在知識による顕在能力を強化

することは出来るが、潜在能力や新たな環境に於ける目標とその達成を実現していくこと

は難しい。 

 そこでは、個や組織の潜在能力及び外部の潜在能力までも取り込んだ経営が必要になる。 

潜在能力に「気付き」、潜在能力を「戦略化」させることで、飛躍的な業績向上が可能にも 

なる。潜在能力経営は、画一的な能力開発基盤、管理しやすい組織構造、個の潜在能力や

創造性発揮への関心の低さから脱皮し、高度で複雑な課題解決の知の形成（「ひらめく知」

や「異質な知の統合」）、新しい価値創造や知の構造転換（経験を超える課題の解決）へと 

経営構造を変えない限り、課題解決の複雑性には対応できない。 

 例えば旭山動物園等の再生は、決して従来型の顕在能力のみを生かした経営ではなく、 

飼育係の「本当は動物は面白いのだ」という動物の本来の面白さや「愛情」の深さから 

変革が開始されたのである。そこには、動物園が本当に魅力を見せ、観客が大勢来るとい

う目標イメージの確実さ、そのための方法等極めて潜在能力を生かした経営展開が行なわ

れている。 

勿論、すぐにこうした解を発見するわけではなく、その間、苦闘の時期が必要であり、 

この待ちの時間が経営の大きな役割を果たすことになる。 
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２．潜在能力強化の方法 

潜在能力を開発し、発揮するためには、潜在能力発揮の構造が不可欠である。 

そこには、実現すべき目標を設定し、イメージを可能な限り具体化して、新たな夢 

（ロマン）とすることが重要である。このロマンは、魅力的で、組織の牽引となる大 

義名分の要素を含むことが必要になる。 

 その目標設定の上で、現状の事業における問題となる本質的な課題を抽出することに 

なる。当然、企業の抱える問題の本質を「ＷＨＹ？」と考えながら表面的 

分析ではなく、問題の本質が見えるまで分析討議する必要がある。 

 ・目標と現状の大きなギャップ 

 ・問題点を多面的な視点 

 ・異質なネットワークまたは、異質な経験や知識をもつ人間の必要 

 ・このギャップを明確にして実現するプロセスや、実現のための行動計画 

 ・固定観念の長年の成功体験や常識の蓄積の打破と試行錯誤の繰り返し 

  による旧体質抵抗への課題  

また今後の事業課題は、個々の課題の解決のみではなく、個々の課題間の相互作用を見極

め、新しい価値構造の目標の達成が重要になる。 

 この課題解決強化には、思考の持続、苦闘の期間、視点の変化、認識の変革、環境／場、 

経験、異質な出会い、制限条件の開放、追い込まれた感覚等が新たな方法や解決策を発見

していく。 

３．潜在能力強化プロセス 

潜在能力の強化プロセスは、課題や限界の本質を把握しながら視点変革と解決イメージ

までの啓示プロセスを経営の展開プロセスに意識的に盛り込むことや固定観念に陥る障害

の打破を持続するプロセスである。 

個人も組織も経営管理が定まれば、また市場地位の確定や成功体験が、新しい発想や戦略

やその実現及び経営スタイルや経営風土は固定化される傾向にある。顕在化した思考や訓

練の結果としての行動が強くなり、潜在能力の気付きや潜在能力の開発は遅れるというジ

レンマに陥る。しかしながら潜在能力を発揮するためには、苦闘潜伏の時間や思考の持続 

や追い込まれた感覚や異質な出会い等幾つかの重要な要素が関係していることも確かな 

ことである。さらに積極的な情報や人脈作り及び積極的建設的な行動によって、課題解決 

への執着や方法のひらめきが強化されるのです。当然、異なる概念の組み合わせ、偶然性 

（偶発性）、多様なグループ、新しいバリューネットワーク、質と量（アイディアの組み合

わせ増加）、アイディアを最高のものへの執念のための異質な交流も解決アイディアを得る

重要な役割である。この実現のための創造的実行プログラムによって、潜在能力の強化が

加速されることになる。つまり乗り越えという重要な成功パターンが形成されるのである。 
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３）　実現プロセス

目標の具体化

・顧客の潜在能力活性化
・課題の解決

・目標の設定
・課題の明確化

潜在能力発揮

実現プロセス

苦闘 執念

建設的志向

直観

計画化
実現化

・行動原理
（乗り越え）

・情報
・実践

　の行動

 

４．新たな経営戦略とその仕組み 
 企業の潜在能力を発揮した事例から、 

 

４．新たな経営戦略とその仕組み
１）企業の事例から

背景や経営課題

目標発想とキーマン存在

・新たな課題（意義）
・新たな機会

・現状と変化の本質

・キーマンの存在
・コア技術

・ひらめき／直観／洞察
・権限

経営の判断／自信

・開発の意志
・支援の仕組み

・動機付け

目標と問題の
ギャップ

阻害要因の排除

・制約条件
・失敗への対応

・異質コミュニケーション
・問題ツリー

顧客見極め

・潜在顧客の存在
・市場価値の分析

・共創

・夢（ロマン）
・イメージの明確化

・脱皮の意志

達成実現の条件

・トップの支援
・期間と投資

・執念
・知識共有

検証／見直し

・検証と組織間共有
・目利き機能

・評価／フォロー

 
目標と問題のギャップを明確にしていくプロセスやひらめきや直観や洞察を行なえる 

キーマンの存在が成功の条件でもあり、これを支える経営の判断や支援が重要な要素にな

っている。 
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こうした事例を踏まえると、これまでの戦略策定の手順ではなく、先ず目標を設定し、 

その目標は、経営のあるべき姿や目標への動機付けが明確になれたものでなくてはならな

い。次に目標の条件を設定し、これを基本に、顧客の将来や市場の将来を設定していく必

要がある。 

３）　戦略立案体系

４．現状把握

・業績現状と問題
・市場構造の変化
・競争条件の変化

・収益構造

５．企業能力評価

・コア能力評価
・技術及び製品
・事業展開評価

３．顧客及び市場の将来

６．経営体質

・経営の仕組み
・組織体制
・意思決定

・教育及び動機付け

・顧客ニーズの方向
・競争条件変化
・品揃え変化

１．目標

・目指すべき目標
・経営のあるべきイメージ

・目標達成の条件

７．バリュー構造

・事業構造とバリュー
・イノベーションの軸足

・企業能力と個の
能力構造

１０．幾つかの方法
と阻害要因

・達成できない構造
・経営の仕組み
及び動機付け

２．８．実現の条件

・実現のための条件
の詳細

・潜在能力の発揮
の仕組み

９．戦略と施策

１１．実行プログラム

・基本戦略
・重要施策

・実行プログラム
・業績評価
・研修他

ギャップの明確化

 

 次に現状の分析を十分行い、目標と現状のギャップを埋めるための戦略を策定し、実行 

プログラムを作成することになる。このようにして、 

１）潜在能力を引き出す方法 

・潜在能力を引き出す方法や引き出すマネジメントのあり方（トップの役割） 

・引き出すプロセス（情報、行動、異分野、動機付け、気づき） 

２）潜在能力の発揮の構造 

・潜在能力開発の方法 

・潜在能力発揮の要素や構図 

３）潜在能力を開発する方法 

・研修方法 

・開発する方法(セレンディピティー他) 

４）阻害要因とその排除 

・トップ経営や組織及び固定観念 

・経営効率等の現状経営の課題解決システムによる阻害要因の硬直化 

５）潜在能力の発見（個と組織） 

・評価／権限委譲／課題の発見 

・能力の発掘や場の設定 等が強化されるのである。 
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